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建学の理念

第 に優れた臨床医と独創力に富む研究者を養成し、第 に独創的研究並び

に新しい医療技術の開発を推進し、第 に患者第一主義の診療を実践して地域

医療の中核的役割を果たし、以て人類の健康と福祉に貢献する。

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

医学部医学科では、本学の建学の理念を尊重し、将来、臨床医や医学研究者として社

会に貢献できる以下の人材を求めており、志願者の資質と能力を総合的に評価して選抜

します。 
 
１．医学を学ぶために必要な基礎学力と応用できる資質を有する人。 
２．生涯を通して学修する意欲と向上心を有する人。 
３．他者への思いやりと協調性、倫理観を有し、社会的規範に基づく行動がとれる人。 
４．自然科学への好奇心が旺盛で、豊かな創造力と論理的思考能力を有する人。 
５．国際社会や地域社会の情勢に関心を持ち、社会的要請に応えようとする意欲があ

る人。 

入学者選抜の基本方針

 
アドミッション・ポリシーに沿った人材を選抜するために、大学卒業者又はそれに準

ずる学力を持った者等に対して試験を実施しています。

第一次選抜は、生命科学（物理学、化学、生物学）及び英語の試験結果から合格者を

決定します。

第二次選抜は、面接と小論文試験を実施し、第一次選抜結果と合わせて、成績証明書、

推薦書及び志願理由書により学力や資質を総合的に評価し、合格者を決定します。 
近年、医学の領域の拡大と多様化に伴い、理工学、薬学等の自然科学系の学問分野又

は自然科学系以外の学問分野を経験し、臨床医又は医学研究者になりたいという明確な

目的意識を持った人も医学の分野に入り、診療又は医学の教育及び研究を担うことが望

まれています。

本学では、基礎及び臨床医学研究者を目指し、基礎学力または実績を持っている人

又は、静岡県の医療に従事しようとする強い意欲を持っている人を求めています。
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

優れた臨床医及び医学研究者を育成するために、医学部医学科の教育目的・教育目標

に基づき、以下のような教育課程を編成・実施し、学修成果を評価します。 
 
１.グローバル・スタンダードに準拠した医学教育を行うために、教養教育、基礎医学
教育、臨床医学教育を統合したカリキュラムを編成し、体験学習や臨床実習を通じ

て知識と臨床技能の修得を可能にする。 
２.自律的学修能力と応用能力を養うために、情報リテラシー教育、人間科学ゼミナー
ル、PBLチュートリアル教育、基礎配属、診療参加型臨床実習、医療推論講習を通
じて、問題発見・解決能力、臨床推論能力の向上を図る。 

３.患者中心の医療を行うために、教養教育、行動科学教育、医療倫理教育、体験学習、
診療参加型臨床実習、医療安全教育を通じて、豊かな人間性と高い倫理観を培うと

ともに、コミュニケーション能力や協調性を育む。 
４.生命科学教育、基礎医学教育、臨床医学教育、光医学をはじめとする先端医学教育
を通じて、深い洞察力と科学的探究心を育成する。 
５.グローバル化に対応した教育課程を通じて、国際的視野に立って活動できる人材を
育成するとともに、社会医学教育や地域医療教育を通じて、地域社会に貢献するた

めの能力を育む。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

医学部医学科の教育課程において、以下の資質と能力を身につけ、学修目標に達した

と認められる者に学士（医学）の学位を授与します。 
 
１.専門知識と技能 
医学に関する基本的な知識と技能を身につけている。 

２.自律的学修能力と応用能力 
最新の知識を習得する習慣を身につけている。 
医学における問題を抽出し、必要な情報を収集・分析して解決策を見出すことがで

きる。 
３.豊かな人間性と高い倫理観 
豊かな人間性、高い倫理観及びコミュニケーション能力を身につけ、患者中心のチー

ム医療を実践できる。 
４.科学的探究心 
深い洞察力を身につけ、論理的思考ができる。 
光医学をはじめとする先端医学の基礎を理解し、その科学的意義を説明できる。 

５.社会貢献力 
国際社会や地域社会に貢献するために必要な資質を身につけている。 
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１ 募集人員

医学部医学科 名 
 
２ 出願資格

次の ～ のいずれかに該当する人とします。 
 大学を卒業した人又は令和 年 月までに卒業見込みの人及び外国において学校教育における

年の課程を修了した人又は令和 年 月までに修了見込みの人で、入学を志願する人。 
ただし、医学部医学科を卒業した人及び在学中の人を除く。

 外国において上記 に掲げる人が授与された学位と同等であると本学が認める学士の学位を

授与された人又は令和 年 月までに授与される見込みの人で、入学を志願する人。

注注 外外国国のの大大学学をを卒卒業業しし、、上上記記 でで出出願願ししよよううととすするる人人ににつついいててはは、、出出願願前前にに出出願願資資格格のの確確認認をを

行行いいまますすののでで、、令令和和 年年 月月 日日（（月月））ままででにに「「４４ 出出願願手手続続 出出願願書書類類等等のの提提出出先先及及びび照照会会

先先」」 ペペーージジ へへ連連絡絡ししててくくだだささいい。。

 学校教育法第 条第 項の規定により学士の学位を授与された人で、入学を志願する人。

３ 編入学時期及び編入学年次 
令和 年 月 第 年次に編入学

 
４ 出願手続 

出願書類等受付期間 
令和 年 月 日（月）から令和 年 月 日（水） 時までに大学必着とします。 
注 出願書類の提出は郵送に限ります。

上記期限以降は一切受け付けないので、郵送期間を十分考慮して早めに送付してください。

出願書類等 

入学志願票 本学所定の用紙によります。

成績証明書

大学の成績証明書で、出身大学（学部）長が作成し、厳封したものを提出し

てください。 
大学院在学中あるいは修了した人は、大学の成績証明書の他に、大学院の

成績証明書で、当該研究科の長が作成し、厳封したものを提出してください。

なお、令和 年 月までに卒業見込み、あるいは修了見込みの人は出願時点

での成績証明書とします。

また、出願資格 による出願者の成績証明書については、学位申請時に提
出した成績証明書と同様のものを提出してください。 

卒業・修了証明書

大学の卒業証明書で、出身大学（学部）長が作成し、厳封したものを提出し

てください。

大学院在学中あるいは修了した人は、大学の卒業証明書の他に大学院在

学、修了見込、あるいは修了証明書で、当該研究科の長が作成し、厳封した

ものを提出してください。

なお、令和 年 月までに卒業見込みの人は、卒業見込証明書とします。

また、出願資格 による出願者については、
学位授与証明書（証明者が厳封したもの）を提出してください。
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推 薦 書

本学所定の用紙を使用し、志願者の性格、行動、研究意欲などを熟知し

ている者による志願者の人物評価を含めた推薦書で、推薦者が厳封したもの

とします。パソコン等を用いて、プリントアウトしたものを貼付しても差し

支えありません。（文字の大きさは ～ 程度としてください。）

ただし、推薦者の氏名欄は、必ず推薦者本人が自筆で記入してください。

志願理由書

本学所定の用紙を使用し、 志望の動機 大学あるいは大学院等で

学んだ専門知識の概略 「専門知識を医学にどう活かすか」 又は「静岡
県の医療にどう貢献するか」の 項目について、総字数 字以内（図表を

含めても可）で、提出してください。パソコン等を用いて、プリントアウト

したものを貼付しても差し支えありません。（文字の大きさは ～ 程度

としてください。）

なお、研究業績等がある場合は、研究業績等リスト（任意様式）を添付し
てください。また、代表的な論文のコピーあるいは業績等の内容を記載した
論文内容要旨等（任意様式）を添付してください。（規格は、Ａ 判にしてく
ださい。）

受 験 票 
写 真 票

本学所定の用紙によります。

それぞれに氏名を記入のうえ、写真（上半身、無帽、正面向きとし、出願

前 か月以内に撮影したもの。大きさは縦 ×横 ）を貼付してください。 

あて名票

『第二次選抜結果（最終合格判定）通知用』

必ず届く氏名及び住所（入学志願票の現住所（連絡先）欄に記入した住所）
を正確に記入してください。

返信用封筒

『受験票送付用』

本学所定の封筒に住所、氏名及び郵便番号を記入し、 円分（簡易書留
速達料金）の切手を貼付してください。

返信用封筒
『第一次選抜結果通知用』

本学所定の封筒に住所、氏名及び郵便番号を記入し、 円分（簡易書留
速達料金）の切手を貼付してください。

入学検定料 

円を同封の「振込依頼書」を使用して最寄りの銀行窓口から電信扱い

で振り込んでください。 
振込手数料は、振込人負担とします。 
ＡＴＭ（現金自動預払機）で入金する場合は、振込依頼書に記載されて

いるご依頼人番号及び志願者氏名を必ず入力し、「ご利用明細票」を「振込

金受付証明書」と併せて貼付してください。 
銀行窓口で返却された「振込金受付証明書」に銀行の収納印があること

を確認し、入学検定料振込金受付証明書貼付用紙の所定欄に貼付してくださ

い。 
既納の検定料は、出願書類等を提出したが、不備等により受理されなかっ

た人以外には返還できません。

注 出願書類等に不備のある場合は、受理しないことがあります。

出願書類等は、返還しません。

出願書類等記入上の注意 
ア 黒のボールペンを使用し、省略しないで正確に記入してください。
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イ 氏名及び生年月日は、戸籍上のものを記入してください。

出願書類等を提出したが、不備等により受理されなかった人に限り、入学検定料から振込

手数料を差し引いた金額を返還します。該当者には、請求方法等を別途通知します。

出願方法 
志願者は、出願書類等を取り揃え、本学所定の封筒を用いて次の あてに書留速達で郵送してく

ださい。「直接持参」は受け付けません。 
 出願書類等の提出先及び照会先 
〒 浜松市東区半田山一丁目 番 号

浜松医科大学入試課入学試験係 電話

５ 身体に障害を有する入学志願者との事前相談

本学に入学を志願する人で、身体に障害がある場合は、受験上特別な措置及び修学上特別な配慮を必

要とすることがあるので、令和 年 月 日（月）までに、「４ 出願手続 出願書類等の提出先及

び照会先」に以下の書類を提出してください。

なお、必要な場合は、本学において志願者又はその立場を代弁することができる者等との面談等を行
います。 

  受験上の配慮等申請書（様式任意） 
次の事項を記載してください。

ア 志望する募集区分名：「医学科第 年次編入学」と記入 
イ 障害の種類･程度
ウ 受験上の特別な措置を希望する事項
エ 修学上の特別な配慮を希望する事項
オ 日常生活の状況 

  現症及び配慮を必要とする具体的な措置等を記載した公的証明書 
 例 障害者手帳（コピー） 
 例 高等学校等が発行する所見（現在の高等学校等での対応内容等も記載） 
 例 医師の診断書（コピー） 
事前相談については時間がかかる場合もあるので、早めに申し出てください。 

 
６ 選抜方法 

第一次選抜 
次の「試験科目」で総合点の成績順位が上位 名以内の者を第一次合格者とします。

なお、成績が本学の定める基準を満たさない場合、第一次選抜合格者が 名に満たない場合が

あります。

試験科目・ 配点

試験科目 生命科学 外国語（英語） 合計

配点 点 点 点

第二次選抜 
第一次選抜合格者に対して次のとおり実施します。

試験科目・配点 

 
試験科目 第一次選抜 小論文 面接 合計 

 

配点 点 点 点 点
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７ 学力検査等の期日、時間割及び実施場所 
第一次選抜 

ア 期日・時間割

期 日 科 目 等 時 間

令和 年 月 日（土）
生 命 科 学 ： ～ ： （ 分）

外国語（英語） ： ～ ： （ 分）

注 生命科学は、医学修得に必要な知識（物理学、化学、生物学）とします。

当日は、「受験票」を必ず持参のうえ、午前 時 分までに受付を完了し、試験室に集

合してください。（試験場の開場時間 午前 時 分）

試験時間中の退室は認めません。

イ 実施場所 
浜松医科大学 看護学科棟（浜松市東区半田山一丁目 番 号）

注 試験場までの所要時間は交通事情により異なりますので、十分な余裕をもって出かけて

ください。また、天候不良や事故等により、利用予定の交通機関に乱れが生じるおそれの

ある場合には、受験に支障のないよう少しでも早く受験地に到着するようにしてください。

定期運行している交通機関の事故等により、各試験で定められた集合時間に間に合わな

い場合は、直ちに浜松医科大学入試課（電話 、 ）に連絡するとともに、

交通機関において、これを証明する書類の交付を受けてください。

試試験験開開始始 分分以以上上のの遅遅刻刻者者のの受受験験はは認認めめらられれまませせんん。。

なお、上記、注 による遅刻者は、本学が定める基準により、受験を認めることがあり

ます。

ウ 選抜結果の発表及び通知

第一次選抜の結果は、令和 年 月 日（金） 時頃に、本学の講義実習棟玄関前の掲示板に

掲示するとともに、受験者全員に通知します。

第一次選抜結果が令和 年 月 日（月）までに到着しない場合には、照会先まで連絡願います。

また、本学ホームページ上でも合格者の受験番号を掲示します。 
（URL:https://www.hama-med.ac.jp/admission/index.html） 
電話等による合否の照会には一切応じません。 

第二次選抜 
ア 期日・時間割

期 日 科 目 等 時 間

令和 年 月 日（土）
小 論 文 ： ～ ： （ 分）

面接（個人） ： ～ ： （ 分程度）

注 志願理由書に基づいた「面接（個人）」と「小論文」試験を実施します。

当日は、「受験票」を必ず持参のうえ、午前 時 分までに受付を完了し、試験室に集合して

ください。（試験場の開場時間 午前 時 分）

イ 実施場所 
浜松医科大学 看護学科棟（浜松市東区半田山一丁目 番 号）

「７ 学力検査等の期日、時間割及び実施場所 第一次選抜 イ 実施場所」注 ～ に同じ。

ウ 合格判定 
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い場合は、直ちに浜松医科大学入試課（電話 、 ）に連絡するとともに、

交通機関において、これを証明する書類の交付を受けてください。

試試験験開開始始 分分以以上上のの遅遅刻刻者者のの受受験験はは認認めめらられれまませせんん。。

なお、上記、注 による遅刻者は、本学が定める基準により、受験を認めることがあり

ます。

ウ 選抜結果の発表及び通知

第一次選抜の結果は、令和 年 月 日（金） 時頃に、本学の講義実習棟玄関前の掲示板に

掲示するとともに、受験者全員に通知します。

第一次選抜結果が令和 年 月 日（月）までに到着しない場合には、照会先まで連絡願います。

また、本学ホームページ上でも合格者の受験番号を掲示します。 
（URL:https://www.hama-med.ac.jp/admission/index.html） 
電話等による合否の照会には一切応じません。 

第二次選抜 
ア 期日・時間割

期 日 科 目 等 時 間

令和 年 月 日（土）
小 論 文 ： ～ ： （ 分）

面接（個人） ： ～ ： （ 分程度）

注 志願理由書に基づいた「面接（個人）」と「小論文」試験を実施します。

当日は、「受験票」を必ず持参のうえ、午前 時 分までに受付を完了し、試験室に集合して

ください。（試験場の開場時間 午前 時 分）

イ 実施場所 
浜松医科大学 看護学科棟（浜松市東区半田山一丁目 番 号）

「７ 学力検査等の期日、時間割及び実施場所 第一次選抜 イ 実施場所」注 ～ に同じ。

ウ 合格判定 

 

第一次選抜と第二次選抜の結果を合わせて、学力や資質を総合的に評価し、合格者を決定します。

なお、成績が本学の定める基準を満たさない場合、合格者が募集人員に満たない場合があります。

エ 選抜結果の発表及び通知 
最終合格者は、令和 年 月 日（金） 時頃に、本学の講義実習棟玄関前の掲示板に掲示する

とともに、本人宛合格通知書を送付します。

また、本学ホームページ上でも合格者の受験番号を掲示します。 
（URL: https://www.hama-med.ac.jp/admission/index.html） 
電話等による合否の照会には一切応じません。 

 
８ 欠員の補充方法 
合格者入学辞退により入学者が入学定員に満たない場合は、令和 年 月 日（水）以降に追加合格に

より欠員の補充を行う場合があります。

追加合格の連絡は、『入学志願票』記載の「現住所（連絡先）」に電話連絡により行います。なお、

受験者からの電話等による照会には一切応じません。

９ 入学手続 
入学手続の詳細については、合格通知書を送付する際にお知らせします。

必要な書類は、次の期間内に必着するよう「書留速達」で行ってください。

入学手続き完了後、提出した書類及び入学料は、返還できません。

入学手続期間 
令和 年 月 日（月）から令和 年 月 日（月） 時までに大学必着とします。

納付金 
・入学料 円（令和 年度実績） 
・授業料 前期分 円（令和 年度実績）

（年 額） 円（令和 年度実績）

授業料は入学後に納付していただきます。 
納付金の改定が行われた場合は、改定後の金額を適用します。

高等教育の修学支援新制度について

文部科学省では、しっかりとした進路への意識や進学意欲があれば、家庭の経済状況に関わらず、大学、
短期大学、高等専門学校、専門学校に進学できるチャンスを確保できるよう、令和 2年 4月から高等教育の
修学支援新制度を実施しています。 
詳細は文部科学省ホームページ(URL: https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/)をご覧く

ださい。

 
注意事項 
提出書類の記載事項が事実と相違していることが判明した場合には、入学許可を取り消すことが

あります。 
受験票が令和 年 月 日（金）までに到着しない場合は、本学入試課入学試験係（電話 ）

まで申し出てください。 
受験票裏面には「受験心得」が記載されているので、よく読んでおいてください。 
試験当日は、受験票を必ず持参してください。 
受験に際して、宿泊所の斡旋は行いません。 
受験票は、入学手続きの際にも必要となるので、紛失したり汚損したりすることのないように大

切に保存しておいてください。
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学力検査等結果の情報提供

情報提供は、別途定められた期間に手続きをした人について行います。手続期間及び情報提供方法は

月下旬に本学ホームページ上でご案内します。

（URL: https://www.hama-med.ac.jp/admission/index.html）

個人情報の取扱い

    出願に伴い提出された個人情報については、以下のとおり取り扱います。
１．個人情報については「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人

浜松医科大学個人情報管理規程」に基づいて取り扱います。

２．出願書類に記載された個人情報及び入学者選抜に用いた試験成績については、①入学者選抜（出願処

理、選抜実施）、②合格発表、③入学手続き業務、④入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・

研究を行うために利用します。

３．入学者の個人情報のついては、①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康管理、奨学

金申請、保険関係等）、③授業料徴収、④入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究に関す

る業務を行うために利用します。

４．上記２．及び３．の各種業務での利用に当たっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた

業者（以下、「受託業者」という。）において行うことがあります。受託業者には、委託した業務を遂

行するために必要となる限度で、個人情報の全部または一部を提供します。 
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